


 

 

急変した社会状況の中でなんとか子どもたちを支えようと

職員、大学生ボランティアの皆が必死に頑張ってくれた 1 年

でした。 

大学生に至っては自分たちもコロナの影響を受けているの

に、そこで生まれた時間を子どもたちのために使ってくれ

て、本当に感謝しかありません。 

加えて子どもたちへのサポートを継続できたのは、ご寄付で

支えてくださった皆様の存在があったからです。 

社会全体がダメージを受ける中、ひとり親家庭のことを思っ

て応援してくださる方がいるということが、大きな励みとな

りました。 

いただいたご支援に改めて感謝申し上げます。本当にありが

とうございました。 

これからも事業を通じてひとり親家庭を支える輪を社会に

広げていきたいと考えていますので、引き続き見守っていた

だけたら嬉しいです。2021 年度もどうぞよろしくお願いいた

します。 



 

 

 

クリスマスシーズンには 

飾り付けをしました！ 

年度始めは新型コロナウイルスの感染拡大の影響を受けて全授業を

オンラインに切り替える対応を行い、コロナ禍でも学習支援を継続し

て提供できました。臨時休校期間は箕面市内の飲食店にご協力いただ

いて「子ども弁当」を作っていただき、子どもたちのお昼ご飯も支え

ることができました。 

一方で 7月には高槻校を閉校することになりましたが、その後も高

槻市内の公共施設を使用しながら週に 1回は対面でのサポートを行い

ました。加えて複数の助成金に採択していただいたおかげで、子ども

たちに自己負担 0で学習機会を提供できたり、受験前の勉強会をプラ

スアルファで行うことができました。 

箕面・高槻合わせて延 61 名の子どもたちが利用してくれ、そのうち

45 名がひとり親家庭の子どもたちでした。入試においては、中 3生 14

名中 13 名、高 3生 4名中 3名が志望校に合格することができました。 

 

渡塾で奨学金をいただけたおかげで第 1 希望の学校に入ることが出

来ました。受験勉強の中、渡塾の大学生の方々にとても助けられまし

た。自習室で勉強していた時に教えていただいたところと同じような

問題が入試に出たのですが、本当に教えていただいた大学生には感謝

しています。渡塾だからこそ楽しく授業を受けれたし、自習室も沢山

使用できたのだと思います。高校生になっても渡塾に通い、自分の希

望する大学に入れるよう 1 年生のうちから勉強を頑張りたいと思いま

す。 奨学金により授業を受けた 

奨学生の声 
ハロウィンネイルイベント 

も行いました！ 

2020 年は新型コロナウイルスの影響もあり学校が休校になる時期もありました。学校に

行けないことによって様々なリスクが出るだろうと考え、休校期間中は長期休暇と同じよ

うに朝の９時から開所をしました。保護者さんからは「学校がない影響で、昼食の準備や

仕事に行っている間の不安がありましたが、b &g が開いているおかげで、仕事にいくこと

ができました！」との声もあり、大学生含め、事業の意義を強く感じました。 

また子どもたちと日々関わる職員、大学生を対象に研修を実施し、子どもたちの問題行

動のメカニズムについて学び、そういった行動があった場合はどのような声かけをしてい

くのかを話し合いました。学校が終わった後、保護者が安心して預けることができ、子ど

もたちが楽しく日々を過ごす中で、できなかったことができるようになっていく、そんな

居場所作りを今後も目指していきます。 

b＆g 阪神尼崎 

利用者の声 

 

あっとすくーるの学童保育に通い出してから、今まで困ってい

たことがどんどん減っていく、不思議な気持ちに最初は戸惑って

いました。私は子どもが学校に行って、下校してから自分が仕事

から家に帰るまでの間、兄弟での喧嘩がないか、何か人に迷惑を

かけてないかなど、不安を常に感じていました。そんな時にこの

学童を知り、子どもを通わせてみると、下校のお迎えもしてもら

い、学校ではクラスメイトの目を気にして質問することができな

い勉強も教えてもらうことができ、自分の時間も作れて、ここに

いてくれるだけ安心して日々を過ごすことができるようになりま

した。 



 

 

 

今年度は 102 人の子どもに対して、2880 回の派遣を行うことができ

ました。新型コロナウィルスの影響を受けつつも、オンラインでの対

応も新たな試みとして実施をしました。オンラインだからこそハード

ルが低く、繋がれるようなケースもありました。 

逆にオンラインだとサポートが全くうまくできないようなケースも

あり、早期に対面でのサポートが再開できたことは大きかったように

思います。 

学習支援の中で見えてくる背景にある課題が多様であるため、それ

ぞれに合ったサポートができるように、次年度は学校との連携やボラ

ンティアの育成を強化していきたいと思います。 

2020 年 8 月より NPO 法人み・らいず 2さんより再委託という形で、

堺市東区における「堺市学習と居場所づくり支援事業」を受託・運営

しています。通っている子どもたちは中高生世代で、学校に通ってい

る子どももいれば、そうでない子どももいます。2020 年度は 31回の開

所をし、延 110 名の参加がありました。 

この事業では子どもたち全員が「学習」を目的として参加している

わけではなく、「スタッフとお話がしたい」、「ボードゲームをして遊び

たい」など居場所として利用する子どももいます。子どもたち一人ひ

とりが支援の場に来れば自分の思い思いの過ごし方が出来る、そんな

場所を目指して運営しています。 

2020 年 10 月より、NPO 法人ブレーンヒューマニティさんと共同事業体と

いう形で、明石市における奨学金制度「あかし高校進学応援プロジェク

ト」の奨学生を対象に学習支援を行い、延 1550 名の中学３年生が参加して

くれました。意欲高く通ってくれる子も多かったですが、「人と会うことが

しんどい」「どうせ頑張ってもどうにもならないと思っていた」という声も

ありました。 

来年度はどんな子でも「ここだったら通ってもみてもいいかな」「この人

だったら色々話してみてもいいかな」「今までより頑張ってみようかな」と

思えるような出会いを提供できればと思います。入試においては、６５名

中全員が進路を決定することができました。 

コラム 渡塾第 1 号の生徒 池田くんがついに就職しました！ コラム 

今年大学を卒業し、社会人となりました。高校を中退しましたが、大学は４年で卒業することができて

本当によかったです。また、社会人としてスタートを切ったばかりですが、今のところ問題なく生活でき

ていることに安堵しています。 

あっとすくーるとの出会いは僕が中学 2 年生で、創業間もない頃でした。そこから大学を卒業するまで

約 10年間の長い付き合いです。中学生の頃は、ひとり親家庭で育つ環境で不安や憤りを感じ、やり場のな

い怒りを誰にも相談できず、ひとり悩んでいました。そんなときに、同じような境遇を生きてきたあっと

すくーるの先生たちに出会えたことは、僕に大きな希望を与えてくれました。高校を中退し、引きこもり

になった時期から脱却できたのも、あっとすくーるのおかげでした。手厚いサポートのおかげで、受験期

を完走することができ、大学に合格することができました。大学に入ってからは、あっとすくーるの講師

として 4年間を過ごしました。 

思い返してみると、僕にとってあっとすくーるとは、年上のお兄さんやお姉さんが僕を導いてくれる場

所でした。ここまでたどり着くのに 10 年もお世話になりました。社会において一人で生きていくこと、自

立することは本当に大変です。そのサポートをしてくれた先生たち、寄付という形で支えてくれた方々に

は、本当に感謝しています。ありがとうございました。これからしっかり自立して生きていくことが、お

世話になった方々への恩返しになると信じ、これからも頑張っていきたいと思います。 

池田達拓くん 



 

 

 

 2020 年は新型コロナウイルスの感染が拡大し、各地に緊急事態

宣言が出されたり、人々の生活に大きな影響が出た 1年でした。私た

ちが支援するひとり親家庭の方々の中には、非正規雇用で生計を立て

ていらっしゃる方が多く、休業要請や時短要請によりシフトが減らさ

れたり、解雇をされた方もいらっしゃいます。そんな中で 2021 年 2

月、3月に食糧支援活動を行いました。株式会社ミクシィ様の「みて

ね基金」、認定 NPO 法人しんぐるまざあず・ふぉーらむ様の「だいじ

ょうぶだよ！基金」の 2つの助成金を活用し、2 月に大阪府下のひと

り親家庭 160 世帯、3月には大阪府下、兵庫県阪神地域のひとり親家

庭 200 世帯に食糧や生活用品を送りました。利用者の方からは「貯金

を崩して生活しています」、「仕事を解雇されました」、「クレジットカ

ードでマイナス分を補填しています」等、悲痛な声が寄せられていま

す。2021 年度も継続的に食糧支援活動を行い、支援を届けていきま

す。 

厚生労働省の平成２８年の調査によると母子家庭、父子家庭共に悩

みごとの 1位は「子どもの教育・進学」でした。ひとり親家庭の支援

をする団体として、自分たちに出来ることはなんだろうと考えた時に

子どもの教育や進学について相談を受けることが出来る場所が必要だ

と考え、2020 年 11 月から相談支援の取り組みを始め、2021 年 7 月末

までに 49件のお問い合わせをいただきました。 

相談内容は当初想定していた、大学進学や、学力の向上についても

ありましたが、離婚直後の生活についての相談や、子どもとの関係に

ついてのお悩みを寄せていただきました。まだまだ離婚したのは自分

のせいだからと責めてしまう保護者さんも多く、相談の中で涙を流さ

れる方もいます。少しでも抱えている不安を解消出来るように継続し

ていきたいと思います。 

 2020 年度は 2019 年度と比べて 3倍以上のご寄付が集まりまし

た。これだけたくさんのご支援をいただいたことに改めて感謝申し上

げます。ありがとうございました。定額給付金をご寄付してくださる

方も多く、社会全体が新型コロナウイルスの感染拡大で大変な中、こ

うしてひとり親家庭の子どもたちのために応援してくださる方がたく

さんいることに本当に励まされました。 

 

毎月 1回のメールマガジンの発行や日々の SNS 等での発信、そして

年次報告書の発送等様々な形で応援してくださる皆様への発信を心が

けた 1年でした。その甲斐もあってか、毎月の継続寄付で子どもたち

を支えてくださる「あっとクルー」も、ついに延べ 100 名を超えまし

た！ 

 

過去 3年間の「あっとクルー」の推移 

「メルマガやブログで代表の渡

さんの思いや、活動記録などを

読む内に、さらにあっとすくー

るさんの活動について継続して

応援したい気持ちになりまし

た。」 

「新型コロナでひとり親世帯の方に

は特に大変な時期と思います、また子

どもたちも色々制限があり我慢してい

ることも多いことと思います。少しで

も一人でも多くの生徒さんにとって渡

塾での時間が楽しいものとなります様

に、応援しています。」 

 

 

支援者の方の声 
支援者の方の声 



 

 

 

2020 年度活動計算書 

2020 年度貸借対照表 

 

前年比 322 % 

2020 年度は寄付が大幅に増加し、前年比

322％の伸びとなりました。また、継続的

にご寄付してくださっている「あっとク

ルー」も延べ 100 名を突破しました。 

 

前年比 126 % 

複数の助成金に採択されたこともあり、

新型コロナウイルスの影響が大きい中、

困難な状態にある世帯にサポートを届け

ることができました。 

 

前年比 139 % 

自主事業は前年比1.5倍、受託事業は1.4

倍となりました。 

学習塾事業では 60 名以上の子どもたち

をサポートしています。 

2020 年度に助成いただいた団体 

(公財)日本財団 様 (株)ミクシィ 様 

「みてね基金」 

(特非)しんぐるまざあず 

・ふぉーらむ 様 

「だいじょうぶだよ！基金」 

(公財)パブリックリソース 

財団 様 

「J-Coin 基金」 

・渡塾高槻校閉鎖がありましたが、それを経て持

続可能な組織体制を見直しました。 

 

・WEB マーケティングを中心に施策強化を行い、

限られた人員で多くの子どものサポートを行える

体制変更を目指し、サポートする子どもの数が増

加しました。 

自主事業収益 

受託事業 

収益 
助成金等 

寄付 



 

 

 




